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第１回共同生活援助事業所ふきのとう地域連携推進会議 

１.日 時 

  令和７年１０月１６日（木）１０：００～１１：３０ 

 

２.場 所 

  共同生活援助事業所ふきのとう（栗原市築館高田一丁目６－３） 

 

３.出席者 合計 １２名 

 【運営推進委員】６名 

①利用者の代表 １名、②利用者家族の代表 １名、③民生委員代表 １名 

④地域住民の代表 １名、⑤栗原市障害福祉担当課の職員 １名、 

⑥障害に知見を有する者 １名 

  【法人本部】４名 

   ⑥栗原市社会福祉協議会会長 ⑦事務局長 ⑧地域福祉課長 ⑨地域福祉 

課長補佐（事業運営担当） 

【事 業 所】２名 

⑩管理者 ⑪サービス管理責任者 

 

４.概 要 

委嘱状交付 

自己紹介 

１.開 会 

２.挨 拶  栗原市社会福祉協議会会長  

３.説 明  １)共同生活援助事業所ふきのとう概要について 

２)地域連携推進会議について 

４.協 議  １)議長及び副議長の選出について 

２)①運営状況について 

②利用状況について 

③研修(内部・外部)、ヒヤリハット、事故報告等について 

３)その他 

５.施設見学 

６.意見交換 

７.閉 会 
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５.内 容 

 １. 開 会 

 

２. 挨拶（栗原市社会福祉協議会会長） 

 本日は、大変お忙しい中、第１回共同生活援助事業所ふきのとう地域連携推進会 

議に、ご出席いただきましたこと、厚く御礼申し上げます。 

 また、日頃、委員の皆さまには、本会事業の推進並びに介護保険・障害福祉サー 

ビス事業所の運営などに多大なるご協力ご指導を賜り、衷心より感謝申し上げま 

す。 

 さて、令和６年４月の障害福祉サービス等報酬改定により、地域連携推進会議を 

開催し、地域の関係者を含む第三者の目を入れる取り組みを義務付けること、ま 

た、会議の委員による事業所の見学の機会をもうけることとし、どちらもおおむね 

年１回以上実施することと定められております。 

 会議の目的といたしましては、一つ目として「利用者と地域の関係づくり」、二つ 

目として「地域の人への施設等や利用者に関する理解の促進」、三つ目として「施設 

等やサービスの透明性・質の確保」、四つ目として「利用者の権利擁護」となってお 

ります。 

 共同生活援助事業所ふきのとうは、現在、７名の入居者が必要な支援を受けなが 

ら、共同生活を行っております。本会事業所の運営状況などを詳細に報告し、委員 

の皆さまより忌憚のないご意見を頂戴することで、今後のよりよい運営に資してま 

いりますとともに、ふきのとうが、地域の身近な存在としてご理解をいただき、地 

域の皆さまとの連携強化につなげていきたいと考えております。 

 なにとぞ、本会議の内容をご理解いただき、ご協力をいただきますように、よろ 

しくお願いいたします。 

 

３.説明（地域福祉課長補佐（事業運営担当）） 

１）共同生活援助事業所ふきのとう概要について 

２）地域連携推進会議について      

共同生活援助事業所ふきのとうは、平成９年４月に「ケアホームふきのとう」 

として開設。築館源光の一軒家をお借りし、定員４名で運営をしておりました。 

平成１６年に当時の築館社協へ移譲され、平成１７年の社協合併に伴い、事業所 

運営を引き継いでおります。平成２６年に法律が改正となり、名称を「共同生活 

援助事業所ふきのとう」に変更しております。 

  介護保険事業所運営のかげりが見受けられるようになってから、今後の社協の 

方針として、障害者施設の充実が必要であるとの認識のもと、平成２９年に１億 

５百万を投じて、生活介護事業所はげましホームを建設し、令和３年には同敷地 

内に７千８５万を投じて、ふきのとうを移転建設いたしました。あらたに、空床 

型の短期入所事業も開設し、定員７名でスタートしております。現在は７名の入 

居者が必要な支援を受けながら共同生活をしており、４名がはげましホームへ通 
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所し、３名が他の日中活動へ通所しております。 

  令和６年４月の障害福祉サービス等報酬改定により、令和７年度より、共同生 

活援助事業において、地域連携推進会議の開催が義務づけられました。施設と地 

域の連携により、「地域との関係づくり」や「地域の人へ施設等や利用者に関する 

理解の促進」「サービスの透明性、質の確保」等を目的としているものです。 

 本会事業所といたしましても併設している、はげましホームにおいて、法人独 

自で「運営推進委員会」を設立し、地域の方々や相談支援事業所などの関係機関 

との連携交流などに努めているところですが、この度の制度化に伴い、「共同生活 

援助事業所ふきのとう地域連携推進会議要綱」を制定し、利用者及び利用者の家 

族代表、地域住民代表のほか、知見を有する方、栗原市担当課の職員の方々に参 

加していただき、ふきのとうの運営状況について情報共有し、意見交換すること 

で、サービスの質の向上と地域の方々との交流・活動や連携強化へつなげていき 

たいと考えております。 

  また、障害者施設は、生活のプライバシーを守る必要がある一方で、事業運営 

が外部に見えづらいという課題があることから、会議の委員による、施設見学の 

実施も義務付けらました。施設等に訪問し、施設等の環境、利用者や職員の様子 

などを確認いただき、利用者や職員とのつながりづくりをすることとなっており 

ます。確認のポイントとしては、職員や他利用者との関係はどうか、居室は過ご 

しやすいか、職員の研修はどんなことをやっているか、施設で積極的に取り組ん 

でいることは何かなどとなっております。利用者や職員の様子ついては、後ほ 

ど、管理者から説明いたします。 

 

４.協 議 

１)議長及び副議長の選出について 

  暫時の間、会長が仮議長を務める。選出については、委員の間から事務局案に 

一任との声あり。仮議長から事務局(案)を求められ、議長に家族代表委員を副議 

長に地域代表委員とする（案）について、委員の皆様に諮り、事務局（案）のと 

おり、議長に家族代表委員を、副委員長に地域代表委員を選任した。 

 

２) ①運営状況について（ （資料３）管理者より説明。これより進行は議長が行う） 

 ・「職員配置と職種」「各職種の業務内容」「令和７年度行事」 

【意見・質問】 

（知見者委員） 世話人と夜間支援員の役割はどうなっているのか。また、コロナ

の時期は、職員の方から見たら行事が少なく楽だったのではない

か。 

（管 理 者） 今まで宿直員体制でしたが、夜間支援員体制になり利用者様が

安心した生活が送られるように夜間の巡回・支援・見守りを行

っている。 

行事については、コロナの関係で少なかったが、状況にあわせ
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て短時間の所から少しずつ計画している。 

（地域代表委員） 日中活動は、はげましホームの４人の他はどんなところに通っ

ているのか。ショートステイもあるのか。 

（管 理 者） 他生活介護事業所に２名、就労Ａ型事業所に１名通っている。 

空床型の短期入所のため、居室に空きがあった場合の利用とな

るが現在は満床となっている。 

（知見者委員） 就労Ａ型事業所は、最低賃金は上がっているのか。 

（管 理 者） 通われている事業所がしっかりしているため、１０月４日より

引上げになっている。 

②利用状況について（資料４） 

（管 理 者） ・令和６年度の４月には、ショートステイ利用者あったが、そ

のまま入居に移行している。 

・健康管理については、毎回の検温や体調の観察など行い、他

事業所と情報交換しながら感染症に気をつけている。 

・令和７年７月より機械警備導入し、設備を整えて安心、安全

な対策を行っている。 

・避難訓練は、令和６年度に地域の方に参加して頂いている。 

【意見・質問】 

（地域代表委員） 年齢、障害支援区分の制限はないのか。 

（管 理 者） 年齢制限はないが、現在７２歳の方がおり障害特性を考慮し利

用が続いてる。 

介護が必要になったら相談支援事業所等、関係者と相談しなが

ら移行を検討するようになる。現在のところは７名、個々に支

援は必要であるが、問題なく過ごしている。支援区分の制限は

ない。 

③研修(内部・外部)、ヒヤリハット、事故報告等について(資料５) 

（管 理 者） ・研修については、所内研修を１ヶ月に１回、特性理解を大事 

に、虐待防止、感染症、事故発生予防、再発防止等、予定を 

立てて行っている。 

・外部研修は、生産性向上研修に参加し、効率の良い業務がで

きるよう業務の見直しを行っている。 

・ヒヤリハットは少ないので、もう少し浸透させ早めに皆で気 

づいて、事故につながらないよう、強化していきたい。 

・夜間の無断外出があった。様々な方策を考え機械警備の導入 

をした。二度とないよう話し合いを持ちながら安全に過ごし 

ている。 

【意見・質問】 

（知見者委員） 『ヒヤリハット』と『事故報告』の区分けはどうしているの

か。職員本人の責任となると出しにくいのでは。はっきりさせ
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てもらうと良い。壁に額をぶつけたのは、外傷がなかったらヒ

ヤリハットではないか。無断外出については出かけたくなる時

もある。そのようなとき支援はどうするのか、原因をつきとめ

る必要があるのでは。 

（管 理 者） 『事故報告』は、上司にも報告している。どちらも職員皆へ情

報発信して、二度と同じことのないよう気をつけている。無断

外出は妄想のある方で、本人の中では目的があったと考えられ

る。世話人、夜間支援員一人体制では、付き添い支援は難し

い。 

（課 長 補 佐） 『ヒヤリハット』は、転倒しそう、薬の飲み忘れ等の事故につ

ながりそうなことに気づき、検討し未然に防ぐもの。転倒しそ

うになったら、『ヒヤリハット』、転倒したら『事故報告』とな

る。職員を責めたりするためのものではなく、事業所全体で情

報を共有し原因を探り、対応策を考えていくためのもの。頭を

打った利用者については、念のため、受診して対応している。 

３)その他 

（管 理 者） １１月に収穫祭を行う。地域に広く周知していく。日程決まり

次第、お知らせする。避難訓練も地域の方に参加していただ

き、地域との連携を図っていく。 

【意見・質問】 

（知見者委員） 金成自治会で秀峰会の花壇の植栽をおこないふれあい活動をお

こなっている。来てもらうだけでなくこっちから出ていく部分

も必要に思う。収穫祭には来てみたいと思う。積極的に声をか

けた方が良い。 

(民生委員代表委員) 昨年収穫祭に参加した。地域の人達に声をかけると来てくれ

る。今後も声がけしていきたい。 

(管 理 者) コロナでできなかったが、今後は地域参加していきたいと思

う。 

(利用者代表委員) ふきのとうの生活で不満はある。大きな声で他利用者が「バカ

ヤロー」と言われるのが嫌。 

(管 理 者)  高次脳機能障害の方で、（利用者代表委員）さんに言っているわ

けではなく、嫌なことがあると発するその方の表現方法。 

(地域代表委員) 共同生活の中で我慢していることもあるのですね。グループホ

ームのような少人数だと、あわない人とずっといるとなると大

変な面がある。自分の子も大きな声を出すので「あの子いるか

ら行きたくない」「うちの事業所では無理です」となると違うと

ころを探すしかない。親は入所したら安心な所もあるが、問題

あると言われると心配は続く。栗原市には大きな施設は『秀峰

会』しかないので大きな施設も必要だと思う。その子の特性を
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理解してもらい、難しいが検討して支援していただきたい。 

(知見者委員) ふきのとうのような環境の良いグループホームをもっているの

はすごいこと。他は民家を借りたりしている。３０人の施設な

ど大きければ大きいほど利用者は負担になる。グループホーム

でしっかり対応して、特性に合わせたところになればよい。 

(管 理 者) 大きい声がストレスになるのは事実だが、二人の間で話をしな

いわけではない。職員間でいろいろ話し合いながら、１００％

ではないが、７名という小さいコミュニティーの中で毎日、円

満にいくよう、有意義に過ごせるよう努力して支援していく。

話を聴きながら理解を深め、共同生活が充実したものであるよ

う日々考えていきたい。 

  

５．施設見学 

 

６．意見交換 

【意見・質問】 

(民生委員代表委員) いろいろな話を聞くことができた。民生委員の任期が切れる

が、今後も協力していきたい。 

(市担当課委員) 少人数の共同生活で、安定した生活が続けていけるよう検討し

ている。ヒヤリハットで事故を未然に防いでいる。職員の日々

の努力を感じた。 

（知見者委員） 利用者のどこに重きをおくか、よく考えて希望もたくさんある

と思う。どこまで吸収するか職員の腕にかかっている。 

(地域代表委員) 今日は、皆で意見を出し合って良い会議だったと思う。日照も

よく室内に入った時の印象も良かった。快適な所だと思う。は

げましホームのことも民生委員で知らなかった人を誘って来て

みて感心されている。今後もはげまし、ふきのとうを啓蒙して

いきたい。 

(家族代表委員) 家族の代表で参加したが、有意義に話を進めることが出来まし

た。ありがとうございました。 

(利用者代表委員) 今日は、ありがとうございました。 

 

７．閉会の挨拶  副議長（地域代表委員） 

本日は、貴重なご意見誠にありがとうございました。今後はご意見を参考に運営を

していくよう勧めていきたいと思います。本日はありがとうございました。 

 


